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★
☆
子
供
た
ち
に
大
好
評
☆
★

建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

竹けん玉、起き上がりこぼしの作製

十
月
二
十
七
日
（
日
）
に
、
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
「
笠
松
運
動
公
園
内
自
由

広
場
」
に
お
い
て
、
『
建
設
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
３
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

フ
ェ
ス
タ
は
県
内
の
公
共
団
体
や
建
設

産
業
に
関
す
る
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

普
段
は
近
寄
れ
な
い
建
設
機
械
に
乗
っ

て
、
触
っ
て
、
動
か
す
等
の
体
験
を
と

お
し
て
建
設
産
業
の
魅
力
を
知
っ
て
頂

く
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
「
伐
採
木

の
有
効
活
用
」
を
展
示
し
、
訪
れ
た
方
に

起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
の
作
製
と
、
竹
け

ん
玉
を
実
演
し
て
も
ら
い
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伐採木の有効活用展示
十
月
十
六
日
の
台
風
二
十
六
号
に
よ

り
被
災
し
た
伊
豆
大
島
へ
当
事
務
所
か

ら
も
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊(

テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス)

と
し
て
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。派

遣
期
間
は
十
一
月
五
日
～
八
日
ま

で
の
『
大
島
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
第
十
陣
』

で
、
土
砂
災
害
現
場
の
現
地
調
査
や
大

島
町
役
場
等
と
国
土
交
通
省
の
連
絡
調

整
を
行
い
支
援
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
工
事
安
全
対
策
協
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

十
一
月
十
五
日
（
金
）
に
茨
城
県
県
西

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
工
事

安
全
対
策
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。昨

年
度
完
成
工
事
の
中
か
ら
特
に
優

秀
で
あ
っ
た
工
事
は
表
彰
さ
れ
、
表
彰

者
か
ら
安
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

施
工
業
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
の

事
例
を
参
考
に
、
今
後
よ
り
一
層
の
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
工
事
事
故
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
説
明
の
後
に
、
筑
西
労

働
基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課
長
を
講
師

に
迎
え
「
建
設
工
事
の
安
全
管
理
」
に
つ

い
て
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

伊
豆
大
島
へ

職
員
を
派
遣
し
ま
し
た

こ
の
総
会
は
、

工
事
施
工
等
に
係

わ
る
労
働
災
害
等

の
発
生
を
未
然
に

防
止
し
、
か
つ
工

事
従
事
者
の
安
全

衛
生
及
び
職
場
環

境
の
向
上
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

受発注者１５０名の参加

表彰を受ける施工業者

表彰者からの安全対策の発表

労
働
災
害
に
つ
い

て
は
、
「
東
日
本
大
震

災
」
の
影
響
が
大
き

く
、
筑
西
労
働
基
準

監
督
署
管
内
に
お
い

て
も
平
成
二
十
一
年

を
底
に
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
も
の
が
、
三

年
連
続
し
て
大
幅
に

増
加
傾
向
に
あ
る
と

の
お
話
で
し
た
。

建設工事の安全管理についての講話

十
一
月
十
六
日
（
土
）
・
十
七
日
（
日

に
取
手
市
小
貝
川
緑
地
及
び
親
水
護

に
お
い
て
、
N
P
O
小
貝
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
１
に
よ
る
「
小
貝
川
ウ
エ
ル
ネ

ス
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

騎
馬
隊
に
よ
る
堤
防
巡
視
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
よ
る
小
貝
川
歴
史
散
歩
等

行
わ
れ
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ

る
模
擬
店
に
お
い
て
は
手
打
ち
そ
ば

が
格
安
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
晩
秋
の

終
日
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

小
貝
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
開
催

騎馬隊による堤防巡視

サイクリング小貝川歴史散歩

ポニー乗馬

Ｅボートは１００ｍタイムトライアル

河
間
小
学
校
で
出
前
講
座
開
催

『
私
た
ち
、
地
域
の
小
貝
川
を
学
ぶ

十
一
月
二
十
日
（
水
）
筑
西
市
立
河
間

小
学
校
４
年
生
２
３
名
に
出
前
講
座

行
い
ま
し
た
。

小
貝
川
は
、
生
活
用
水
と
し
て
重
要

な
こ
と
や
洪
水
時
は
恐
ろ
し
い
濁
流

な
り
日
頃
か
ら
避
難
を
考
え
て
お
く

と
を
講
義
し
、
大
昔
は
小
貝
川
沿
い
で

ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
が
泳
い
で
い
た
こ

を
興
味
深
く
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

下館河川事務所では

出前講座を随時受付

けています。

是非ご活用下さい！

大きなスクリーンで講義を受ける児童

土石流による被災

工
事
事
故
の
現
状
と
対
策
及
び

筑
西
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の

安
全
講
話

安
全
施
工
業
者
表
彰
と
表
彰
者

に
よ
る
安
全
対
策
の
発
表

日
）岸

ェネまク
が等

の。
催

催ぶ
』

間を
要

とこ
で

と
是非ご活用下さい！


